
・第5次総合計画策定方針について
・審議会の運営等について

【資料１】





総合計画とは

1

宮代町における最上位の計画

⇒総合計画は、町政運営の総合的・基本的指針として、

宮代町の将来のあるべき姿を描き、それに向けて町

がどのような政策を展開するのかを町⺠の皆さんに

示すものです。

⇒総合計画を定めるにあたっては、宮代町議会の議決

が必要となります。



総合計画審議会の役割
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・町⻑からの依頼をうけ、総合計画について検討し、

回答します。（諮問・答申）

・町の現状や課題を踏まえ、町の将来のあるべき姿を

描き、実現するための構想を検討します。

・第5次総合計画策定方針にさだめた基本的視点や姿

勢、スケジュールに基づき検討します。



3

・町の現状や課題を踏まえ、町の将来のあ

るべき姿を描き、実現するための構想を

検討します。



第5次宮代町総合計画策定方針（抜粋）

• 平成３０年８月 ６日 自治体経営会議（庁内）策定

• 平成３０年８月２３日 議会の全員協議会にて報告

※元号やスケジュールについて一部修正

4

・第5次総合計画策定方針に定めた基本的視点や姿勢、

スケジュール基づき検討します。



１．計画策定の基本的視点

●まちづくりの新たな価値観を創造

●⾏政改⾰

（１）大きく変化する人口構造に対応
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右肩上がりの経済成⻑、あるいは、このまま現状が維持さ

れる、という時代ではなく、社会全体が縮小に向かっている。

次の10年は新しい価値観に対応していかなければならない。

そのことで、次の10年を悲観的なものではなく、新しい、

想像⼒と活⼒に満ちたものにすることができる。



１．計画策定の基本的視点

●多様性を編みこみ、つながりを広げる

●サイレントマジョリティへの働きかけ

（２）町を動かす主役を増やす

6

⾏政だけが公共サービスの担い⼿ではなく、多様な主体が

前面に出て活躍する社会こそが、さまざまな分野で強みを発

揮できる。

組織の大小や、専門性などにとらわれず、一人ひとりがま

ちづくりの中で役割を持てる社会を作っていくことが、社会

全体の強みにつながっていく。



１．計画策定の基本的視点

●誇れる地域資源を最大限活用する

●様々な分野で農の資源を活用する

（農のあるまちづくり）

（３）「これぞ宮代」を活用する、生み出す
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宮代町は3つの駅を中心に市街地がコンパクトに形成され、

それを包み込むように郊外に⾥⼭が広がっている。また、

⽇本⼯業⼤学や東武動物公園、進修館や笠原⼩学校などの

建築物、新しい村など、他の自治体に誇れる資源を有して

いる。今後はこれらに加えて、新たな地域資源の発掘や創

出も視野に入れ、これらを最大限活用することが必要。



誰もが読みやすく、手に取って読

んでもらえる構成やデザインに配慮

し、市⺠からの理解を促進。

また、これまでまちづくりへの参

加経験のなかった市⺠の参加を得る

ための新たな情報発信の⼿法、市⺠

参加手法を検討し実施することで、

計画推進の⼀翼を担う市⺠のネット

ワークや活動を生み出す。

２．計画策定の基本姿勢

●思わず手に取ってみたくなるデザイン

●まちづくりへの関心層を増やし、計画推進の担い手を生み出す

（１）計画への関心や興味を参加につなげる
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２．計画策定の基本姿勢

●実効性を重視し、計画にメリハリ

●多様な主体の持つ⼒を引き出す

●将来都市像の実現と⾏財政改革を

両輪として推進する

（２）構想実現の「鍵」となる施策を選択し、
実⾏⼒をもって取り組む計画
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総合計画として求められる総合性を考慮しつつも、

「実現したい施策」を「あれもこれも」と盛り込むの

ではなく、将来の宮代町を創造していくうえで鍵とな

る「実⾏すべき施策」を選択し具体的な戦略を⽰す。

また、市⺠や⺠間企業等の多様な主体との対話を通

じて、各主体の可能性や質の⾼い⾏政サービスを⾒出

し、これらの主体に期待する役割や具体的な連携の内

容を各施策の実施工程に示す。

なお、計画実現のために組織体制の充実、財源等の

確保は不可分の関係であることから、第５次総合計画

は、⾏財政改⾰を包括し、既存事業のスクラップアン

ドビルドや⺠間⼒の活⽤を積極的に⾏う。



２．計画策定の基本姿勢

●正確なデータとその分析に基づく目標を設定

●⽬標と年度ごとの実施⼯程、進捗状況を確認

できる計画

（３）将来を⾒据え、
地に⾜がついた⽬標設定と進捗状況の⾒える化
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少子高齢化社会の進展や情報技術の

発展など様々な環境の変化を把握し、こ

れらに的確に対応する。

また、第４次総合計画に掲げた施策成

果の検証をはじめ各種社会的指標、将来

推計の十分な分析を踏まえ、各方針や施

策、成果目標、実施を工程設定し、具体

的かつ分かりやすく進捗状況を公表する。



３．計画の構成・内容・期間

第５次総合計画は、基本構想と実⾏計画（前期・後期）の
２層構成の計画として策定する
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（１）基本構想

・計画期間は、１０年間（令和３年度から１２
度まで）とする。

・将来都市像、まちづくりの創造理念、⼟地利
用構想、人口等の基本目標、及びこれらを実
現するための重点構想と構想を実現するため
の個別方針を示す。

・個別方針に成果目標を分かりやすく示す。

・計画の実現のために必要となる財政フレーム
を示す。

・各分野の基本的な方向性を示し、各課所管の
計画や事業の体系を明確に示す。



産業・経済

都市基盤・交通

教育・文化・スポーツ

健康・福祉

○○○

子育てを応援し、だれもが
健やかに安心して暮らせる

各分野の基本的⽅向性と重点構想の整理のイメージ

○○計画
○○事業 方針

１．----------
２．----------
３．----------

方針
１．----------
２．----------
３．----------

事業

○○○

事業

○○○

交
流
人
口
を
増
や
す

人
活
動
地
域
を
つ
な
げ
る

○
○
○
○
○

土
地
利
用
構
想

重点構想
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３．計画の構成・内容・期間

●実⾏性を重視した構成・内容

●成果目標と進捗状況をわかりや

すく記載

●社会情勢の変化に応じて⾒直し
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（２）実⾏計画（前期・後期）

・基本構想に掲げた重点構想を実現するた

めの５カ年実⾏計画として策定する。

・重点構想を実現するための個別方針に基

づく事業の成果目標、実施工程、実施主

体等を示す。

・実施⼯程には、施策推進にあたって市⺠

や⺠間企業等の多様な主体に期待する役

割や具体的な連携の内容を位置づける。

・「中期財政推計」と連動した計画として

進捗管理を⾏う。



■住⺠意識調査

・人口推計、産業推計
・各種社会指標分析 等

●基本構想議決

実⾏計画の検討

基本構想の検討（総合計画審議会）

■ワークショップ

基本調査

自治体経営会議（庁内）・各課

・第4次総合計画・実⾏計画の検証
・各課課題の抽出・整理 等

市⺠意⾒の把握

社会環境の変化の予測

≪策定スケジュール≫

令和２年度令和元年度平成30年度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

自治体経営会議（庁内）・各課

・実⾏計画事業の検討
・既存事業の⾒直し（⾏⾰）等

■フォーラム

■パブリックコメント

■基本構想案答申

≪議会≫

■ワークショップ

■ワークショップ（ちゃぶ台トーク）
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⾏政課題の抽出



総合計画審議会の運営等について
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会議、会議録の公開について

・市⺠参加条例に基づき、会議、会議録は公開

※会議録は会議後2週間以内に公開するルールがあります。

※公開のため、傍聴者がある場合もあります。

【会議録の確認について】

会議録を1週間以内に作成し、皆さんにメールまたは郵送

します。修正が必要な場合はご連絡ください。会議録の確認

を一任いただける場合は、のちほどお知らせください。
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当面の会議イメージ
≪インプット≫ ≪アウトプット≫

第1回（5月下旬）

・策定方針説明

・今後の進め方

・町現状資料説明 など

ワールドカフェ（6月15日、22日）

・市⺠の声を聴く（参加任意）

第２回（7月中旬）

・ワールドカフェの情報共有

+

・基礎調査結果

+

・あるべき姿の議論に向け宿題

現状把握 構想の策定あるべき姿市⺠の中へ

第3回（8月下旬）

・宿題の整理

・意識調査結果の説明

・あるべき姿について検討
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令和元年度 ５ 10８６ ７ ９

6/10〜7/1（予定）

6/15 6/22ワークショップ

意識調査

住⺠意識調査 18歳以上 3,000人
・町のすみごこち、満⾜度、重点課題など

転入者調査 18歳以上 1,000人
※過去5年間に転⼊された⽅対象
・町の印象や引越しのきっかけ など

9/28

『宮代町の10年後を話し合うワークショップ』
無作為抽出 2,000人
定員 50名
総合計画審議会委員も参加

テーマを絞り込み、企画財政課とテーマに沿った担当課
で実施予定（各地域の公⺠館など）

ちゃぶ台トーク

『テーマ未定』
これまでのワークショップ参加者
町職員

11月頃

意識調査、ワークショップ概要

調査結果分析
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意識調査項⽬

新たに過去5年間に宮代町へ転⼊され
た方を対象にした「転入者調査」を
⾏うことで、⼈⼝対策はもとより、
まちづくりの新たな視点を探ります。

経年経過を分析するため、前回調査項⽬を残しつつ、新たな項
⽬として、市⺠感覚としての幸福感や町への愛着を設定。その
ほか、第4次総合計画でも重要となった地域活動を深掘りする設
問を設定。地域課題とビジネスの可能性についても項目を設定。

・性別、年齢、職業

・通勤、通学先

・家族構成

・就学前、就学中の子の有無

・転入先の住所、転入前の住所

・住居の所有形態

・転入のきっかけ

・宮代町以外の候補地

・転入の決め手

・宮代町の認知度

・宮代町を知るきっかけ

・宮代町について知ってたこと

・転入先検討の情報源

・転入後の町の印象

・自治会加入状況、未加入理由

・永住意向

【転入者調査】

・性別、年齢

・居住年数

・職業

・通勤、通学先

・家族構成

・居住地

・配偶者の有無

・住みやすさとその視点

・幸福感とその視点

・町への愛着

・永住意向

・まちづくりに対する満⾜度、
重要度

・都市開発のあり方

・農地保全のあり方

・町の資源（強み）

・⾏政サービスのあり⽅

・まちづくりの方向

・地域のつながり

・⾃治会加⼊状況、未加⼊理由

・重要だと思う地域活動

・参加できる地域活動

・コミュニティビジネスへの関⼼度

・町情報の取得手段

【住⺠意識調査】 ※細字：前回調査同一項目 太字：新規項目
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